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　旧小丸山市営住宅跡地に建設される復興公営住宅の建設工事安全祈願
祭が10月3日に行われた。復興公営住宅は、その名の通り「復興のシン
ボル」たりうるものであり、被災された方々のみならず市民全体の希望
の光となりうるものである。早期の完成を期待したい。

（関連質問：山花剛議員　江曽ゆかり議員　木下美也子議員　徳田正則議員
　永崎陽議員　和田内和美議員　木下敬夫議員　佐藤喜典議員）

＜小丸山復興公営住宅建設工事安全祈願祭＞
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９　月
会　議
の概要

８月
第２回会議

　令和7年度七尾市議会定例会9月会議は、9月2日（火）から9月18日（木）までの17日間の会　令和7年度七尾市議会定例会9月会議は、9月2日（火）から9月18日（木）までの17日間の会
期で行われました。期で行われました。
　今会議では、１2名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、１2名の議員が市政一般について質問を行いました。
　初日において8月第２回会議に市長から提出された議案６件、報告２件について、8月の審査　初日において8月第２回会議に市長から提出された議案６件、報告２件について、8月の審査
の結果、議案６件は認定又は可決されました。（報告２件は議決不要）の結果、議案６件は認定又は可決されました。（報告２件は議決不要）
　９月会議において、議案１７件、報告７件が市長より提出され、審査の結果、全ての議案は可決　９月会議において、議案１７件、報告７件が市長より提出され、審査の結果、全ての議案は可決
されました。（報告７件は議決不要）なお、請願１件については、不採択となりました。されました。（報告７件は議決不要）なお、請願１件については、不採択となりました。
　最終日の９月１８日には、同意案１件、議会議案３件が提出され、同意案および議会議案２件は　最終日の９月１８日には、同意案１件、議会議案３件が提出され、同意案および議会議案２件は
可決されました。（議会提出の議会議案１件は否決。）可決されました。（議会提出の議会議案１件は否決。）

主な事業の内容主な事業の内容

令和７年度七尾市一般会計補正予算（第６号）

災害復旧・復興事業

【議案第３１号】

　　和倉温泉復興支援事業費･････････････････500万円
和倉温泉創造的復興プランの実現に向けた取り組みに対する
支援
内容：能登和倉よさこい祭り×復興ドローンショー、復興　
　　　かきフェスティバル

　　子どもふれあい体験事業費･･･････････････300万円
子どもたちとその保護者等が笑顔で過ごせる機会を提供する
復興イベントに対する支援
内容：ステージパフォーマンス、体験コーナー、リラックス
　　　コーナー等
過年発生河川等災害復旧事業費････6億6,436.7万円
道路や河川の復旧に向けた測量業務委託等、工事請負費

　　過年発生その他公共施設災害復旧事業費 
　　　　･････････････････････････　1億8,762.4万円

七尾フラワーパーク、コミュニティセンター等の災害復旧工事

被災者等支援事業

　　仮設水産施設整備事業費････････････1億1,900万円
被災した漁港施設の仮設荷捌き施設及び仮設事務所の整備

　　被災宅地等復旧支援事業費････････2億9,346.8万円
宅地復旧等に対する補助金の増額

　　浄化槽等災害復旧支援事業費････････5億6,000万円
被災した個人設置型浄化槽等の修理に対する補助金の増額

その他

　　トキ生息環境整備事業費･････････････････600万円
トキの生息環境に配慮した米づくりに取り組む農業者等に対
する支援

　　中島観光施設管理運営費･･･････････････1,080万円
なかじま猿田彦温泉いやしの湯の営業再開に係る指定管理料

新

新

新

　令和７年度市議会定例会８月第２回会議において、議会議案第３号「令和６年能登半島地震における
七尾市の公費解体事業に関する意見書」が提出され、全会一致で原案のとおり可決されました。可決さ
れた議会議案３号については、石川県へ提出いたしました。

議案第３１号　令和７年度七尾市一般会計補正予算（第６号）　議案第３１号　令和７年度七尾市一般会計補正予算（第６号）　
　　　総額２４億１，０５０万８千円を可決　　　総額２４億１，０５０万８千円を可決！！
　今回の補正予算は、和倉温泉復興イベントに対する支援を行い、復旧・復興していく和倉温泉を市内外　今回の補正予算は、和倉温泉復興イベントに対する支援を行い、復旧・復興していく和倉温泉を市内外
に向けて発信するとともに、人の流れを呼び戻し、にぎわいの創出を図る。また、公共施設、道路、河川に向けて発信するとともに、人の流れを呼び戻し、にぎわいの創出を図る。また、公共施設、道路、河川
などの災害復旧費を増額し、事業の円滑な進捗を図っていく。地域産業の再生・復興の取組みとして、被などの災害復旧費を増額し、事業の円滑な進捗を図っていく。地域産業の再生・復興の取組みとして、被
災した漁港施設の再建に向け、仮設の荷捌き施設や事務所の整備を行う。さらに、合宿誘致の拠点とな災した漁港施設の再建に向け、仮設の荷捌き施設や事務所の整備を行う。さらに、合宿誘致の拠点とな
る能登島グラウンドやその他の観光施設については、老朽化した設備や備品の更新を行うほか、施設内る能登島グラウンドやその他の観光施設については、老朽化した設備や備品の更新を行うほか、施設内
や周辺道路の支障木を伐採し、交流人口の拡大に向けた環境の整備を進める。や周辺道路の支障木を伐採し、交流人口の拡大に向けた環境の整備を進める。

【提案理由説明】
　本市における公費解体の解体率は、７月末時点で約６割に留まっています。８月末の申請期限が迫る中での駆け込み申請
も見込まれるため、目標である１０月末解体完了が困難な状況であることから、本市の実情を踏まえ、制度の柔軟な運用が必
要であります。また、令和８年度以降も引き続き公費解体事業を継続して推進できるよう、国を通じた予算確保など、万全な
財政支援措置も必要であり、石川県による一層の取組と支援が不可欠であります。
　これらの事からも、被災者の支援及び被災家屋の復旧に万全を期すため、適切な措置を講ずるよう石川県に対して強く要
望するものであります。 
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◆◆委委　員員　長／木下 美也子　　長／木下 美也子　　◆◆副委員長／髙橋 正浩副委員長／髙橋 正浩
◆◆委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽

◆◆委委　員員　長／江曽ゆかり　　長／江曽ゆかり　　◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典　　長／佐藤喜典　　◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄

【議案第47号】
財産の取得について
◆水循環型屋外シャワーキット及び水循環型手洗いスタンドについて

問循環型機器を配備する際に、実習を行う考えはあるか。
答納入時に、市職員と導入される場所の職員に取り扱いの説明を行う
予定である。５年間の保守点検も含まれているので、取り扱い説明
については継続的に行っていきたい。

【議案第31号】
令和７年度七尾市一般会計補正予算（第6号）
◆能登島生涯学習総合センターについて

問工事完了が延びるとのことだが、アリーナの完了予定は。
答災害復旧工事を進める中で、屋根や天井の骨組みを補強する鉄骨
の部材が変形しているなどの新たな破損箇所が発見され、追加工事
が必要となった。令和７年11月末に完成予定である。

【議案第31号】
令和７年度七尾市一般会計補正予算（第6号）
◆能登和倉国際女子オープンテニス開催事業費について

問機運醸成のための事業等に対する支援は、どのような事業をやるの
か。
答ホームページの開設や広報活動、レッスン会の開催、著名人による
PRなどが中心。ホームページ以外にも、参加団体との連携や実績報
告を兼ねた冊子の作成など、多様な広報活動も行い、幅広い層への
情報発信に努める予定。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に
下記内容が議論されました。

問避難所で使用した経験上、フィルタ交換が非常に複雑であり、緊急時
に確実に使用できるよう平時からの操作確認も必要と考えるが見
解を伺う。
答緊急時に確実に使用できるようにするため、平時からの操作確認や
訓練は重要であると認識している。今後、地区の防災訓練など、コミ
ュニティセンターに配備しているものに関しては定期的な・確認や訓
練について検討していきたい。

【請願第1号】
能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再開のための
財政支援を求める「意見書」の提出を求める請願

問被保険者が減っている中、免除を再開すれば、来年度以降の国民健
康保険税の引き上げに影響が出てくるのか。
答国民健康保険税の引き上げを抑えるべく、基金を繰入れし据え置
いていたが、基金はすでに枯渇状態であり、今後、国民健康保険税
の引き上げを検討しなくてはいけない状況である。免除を再開すれ
ば、国民健康保険税のさらなる引き上げの要因となる。　　　　　
また、半壊未満となった約７割にあたる一部損壊・準半壊の被保険
者との不公平感は大きい。

◆和倉温泉活性化等支援事業について

問支援額の内訳と、当初予算に盛り込まれなかった理由は。
答500万円は、まちづくり推進協議会に一括補助されるが、予算上は
能登よさこい祭り・復興ドローンショーと復興牡蠣フェスティバルに
それぞれ250万円ずつ支援する予定。　　　　　　　　　　　　
今年度は和倉の推進協議会が新たなプロジェクトとして計画し、6
月に具体的な活動内容が示されたため、今回の補正予算で対応。ま
た、能登和倉万葉の里マラソン大会の中止を受けて、代替イベントと
してランニング教室なども検討されており、和倉温泉創造的復興プラ
ンの一環としての支援としたい。

【８月会議】
委員会付託　・議案２件
分科会分担　・なし

【８月会議】
委員会付託　・議案２件
分科会分担　・なし

【９月会議】
委員会付託　・議案６件
分科会分担　・議案３件

【９月会議】
委員会付託　・議案３件
分科会分担　・議案１件

【９月会議】
委員会付託　・議案１件
　　　　　　・請願１件
分科会分担　・議案５件

【８月第２回会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案４件

【８月第２回会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案１件

【８月第２回会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案３件

９月会議

９月会議

９月会議
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市
で
も
同
様
の
取
組
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

①
既
設
の
市
営
住
宅
と
同
様
に
、
市
税
滞
納
者
の
入
居
は
公
平
性
の
観
点

か
ら
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、生
活
再
建
支
援
も
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

入
居
申
込
み
時
に
滞
納
者
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
滞
納
の
経
緯
や
生
活
状
況
を
丁

寧
に
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
支
援
や
相
談
支
援
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
個

別
事
情
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

　

②
復
興
公
営
住
宅
は
共
同
生
活
の
場
で
あ
り
、
騒
音
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
他
の

入
居
者
の
安
心
・
安
全
を
守
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
飼
育
は
禁
止
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
申
込
調
査
で
意
見
が
あ
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
の
種
類
や
飼
育
状
況
を
聞

き
取
り
し
、
ニ
ー
ズ
が
一
定
程
度
見
込
ま
れ
る
場
合
は
ペ
ッ
ト
専
用
住
宅
や
モ
バ

イ
ル
ハ
ウ
ス
等
を
利
用
し
た
整
備
も
検
討
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

Q&   A議員の 市の令和7年度定例会9月会議

山花　剛 議員
（無会派）

江曽 ゆかり議員
（無会派）
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■
能
登
の
農
業
に
つ
い
て

食
料
安
全
保
障
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す
有
機
農
業
の
推
進
を
！

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
38
％
と
低
く
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
食

料
問
題
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
能
登
で
は
ト
キ
の
放
鳥
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
環
境
に
優
し
い
農
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
農
薬
や
化
学
物
質
に

よ
る
健
康
被
害
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
子
供
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供

し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
有
機
農
業
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

①
国
が
掲
げ
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
内
容
、
②
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
の
意
義
、
③
有
機
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
市
の
支
援
策
と
、

価
格
差
を
税
金
で
補
塡
す
る
考
え
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

農
業
を
推
進
す
る
国
の
方
針
で
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
削
減
や
有
機
農
業

の
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
は
、
農
業
者
、

事
業
者
・
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
自
治
体
が
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
で
は
令
和
９
年
以
降
の
ト
キ
放
鳥

に
向
け
て
餌
場
と
な
る
農
地
を
拡
大
す
る
た
め
、
化
学
肥
料
な
ど
を
５
割
以
上
削

減
し
た
ト
キ
生
息
環
境
整
備
事
業
を
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。
ト
キ
生
息
環

境
整
備
事
業
の
区
域
で
栽
培
さ
れ
た
特
別
栽
培
米
は
、
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
や
食
育
の
た
め
に
学
校
給
食
に
提
供
し
て
お
り
、
通
常
の
お
米
価
格
と
の
差

額
を
県
と
市
で
補
塡
し
て
い
る
。
今
後
も
消
費
者
の
理
解
を
深
め
、
有
機
農
業
へ

の
機
運
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、
国
・
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

質答

■
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

指
導
者
不
足
解
消
に
向
け
、
段
階
的
か
つ
柔
軟
な
制
度
設
計
を
！

①
教
員
が
部
活
動
地
域
展
開
後
も
指
導
を
希
望
す
る
場
合
、
兼
業
許
可
申

請
が
必
要
で
あ
る
が
、
許
可
者
は
誰
に
な
り
、
許
可
基
準
は
統
一
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

②
来
年
度
か
ら
土
日
の
部
活
動
を
行
わ
な
い
方
針
と
聞
い
た
が
、
ま
だ
指
導
者
の

受
け
皿
も
十
分
と
は
言
え
な
い
中
で
、
子
供
た
ち
の
活
動
の
幅
だ
け
が
狭
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を
伺
う
。

③
文
部
科
学
省
が
、
学
校
の
授
業
や
部
活
動
の
指
導
者
と
し
て
社
員
を
派
遣
す
る

民
間
企
業
に
対
し
、
法
人
税
の
減
税
を
行
う
税
制
改
正
要
望
に
盛
り
込
む
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、
指
導
者
確
保
に
向
け
た
選
択
肢
を
増
や
す
意
味
で
も
、
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

①
教
職
員
の
兼
業
許
可
は
教
育
委
員
会
が
行
い
、
許
可
基
準
は
統
一
し
て

い
る
。

②
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
存
続
が
困
難
な
部
活
動
が
す
で
に
出
て
き
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
で
は
、
教
員
の
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
ま
た

地
域
ク
ラ
ブ
の
練
習
日
の
確
保
の
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動
を
停

止
し
、
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
く
。

　

現
在
、
市
内
で
は
令
和
７
年
８
月
末
時
点
で
約
30
の
地
域
ク
ラ
ブ
が
受
け
入
れ

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
部
活
動
を
取
り

巻
く
現
状
と
今
後
の
課
題
に
向
け
て
、
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
保

護
者
主
体
の
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
。

③
新
聞
報
道
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
据
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

一
般
質
問

質答

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。 令和7年度定例会9月会議

木下 美也子 議員
（無会派）

瀨戸 三代 議員
（無会派）
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Q&   A議員の 市の

■
支
障
木
に
つ
い
て

行
政
指
導
・
行
政
代
執
行
せ
よ
！

道
路
上
に
枝
が
張
り
だ
し
て
い
る
支
障
木
は
、
交
通
事
故
等
の
原
因
と

な
っ
た
り
、
通
行
人
が
怪
我
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
道
路
法
第
43
条
お

よ
び
第
44
条
に
従
っ
て
行
政
指
導
お
よ
び
行
政
代
執
行
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。
と
く
に
、
バ
ス
路
線
に
あ
る
支
障
木
は
早
急
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
雪
が
積
も
る
と
支
障
木
に
な
る
可
能
性
が
高
い
も
の
も
あ
る
。
実
態
把

握
と
対
策
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

民
地
か
ら
の
支
障
木
は
本
来
、
所
有
者
が
除
去
す
べ
き
で
あ
る
が
、
所
有

者
が
不
明
ま
た
は
市
外
在
住
な
ど
で
対
応
困
難
な
事
例
が
あ
る
。
令
和
3

年
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
緊
急
時
や
所
有
者
が
勧
告
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
市

に
よ
る
支
障
木
除
去
が
可
能
と
な
り
、
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
市
が
対
応
し
て
い

る
が
、
今
後
は
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

市
で
は
市
道
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
週
実
施
し
て
お
り
、
バ
ス
路
線
に
限
ら
ず
市
内

全
域
の
支
障
木
を
把
握
・
除
去
し
て
い
る
。
今
後
は
バ
ス
路
線
を
重
点
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
倒
れ
そ
う
な
木
や
竹
な
ど
を
事
前
に
除
去
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
対

策
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
毎
年
同
じ
箇
所
で
発
生
す
る
支
障
木
は
把
握

し
て
お
り
、
降
雪
前
に
現
地
確
認
・
除
去
を
行
っ
て
い
る
。
予
期
せ
ぬ
箇
所
で
も

通
行
障
害
が
発
生
す
る
た
め
、
今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
上
空
の
樹
木
や
竹
ま
で

確
認
範
囲
を
広
げ
、
事
前
除
去
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
公
共
交
通
の
課
題
と
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

七
尾
市
の
公
共
交
通
は
Ｊ
Ｒ
・
の
と
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
多
様
な
手
段
が
あ
る
が
、
利
用
者
減
少
や
運
転
手

不
足
、
車
両
コ
ス
ト
増
な
ど
に
よ
り
事
業
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
市
は
公

共
交
通
計
画
を
策
定
し
て
き
た
が
、
現
状
の
課
題
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、
自
動
運

転
バ
ス
の
導
入
は
不
採
択
と
な
っ
た
が
、
今
後
の
見
通
し
や
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
新
し
い
交
通
手
段
の
検
討
状
況
も
伺
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、
能
登
島
交
通
や
恵
寿
総
合
病
院
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
が
進

む
中
、
市
の
関
与
が
薄
か
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
予
算
化
さ
れ
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
導
入
可
能
性
検
討
事
業
の
狙
い
や
実
現
へ
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
伺
う
。

路
線
バ
ス
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
運
転
手

不
足
か
ら
廃
線
と
な
る
も
の
が
増
え
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
現
在
の

路
線
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
共
交
通
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
踏
ま
え
、
交
通
体

系
を
複
合
的
に
見
直
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
地
域
や
利
用
者
、
交
通
事
業
者
と

も
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
地
で
実
証
運
行
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

事
故
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
課
題
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
低
速
で
走
行
す
る
電
動
車
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
実
証
の
予
定
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
導
入
に
つ
い
て
は
、
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
便
別
の
利
用
者
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、交
通
事
業
者
に
対
し
て
も
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、調
査
結
果
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
も
と
に
、
令
和
８
年
度
に
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
持
続
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
上
で
、
交
通
政

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
な
お
一
層
、
力
を
入
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

令和7年度定例会9月会議

髙橋 正浩 議員
（無会派）

山添 和良 議員
（市民クラブ）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
公
費
解
体
に
つ
い
て

申
請
困
難
事
例
へ
の
柔
軟
な
運
用
と
宣
誓
書
の
活
用
を
！

七
尾
市
の
公
費
解
体
は
約
60
％
の
進
捗
状
況
で
あ
り
、
今
年
中
の
完
了
は

難
し
い
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
半
壊
や
全
壊
に
認
定
さ
れ
て
い

る
建
物
で
あ
っ
て
も
、
相
続
関
係
や
共
有
物
件
の
同
意
書
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
解
体
を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
方
が

多
数
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
々
の
た
め
に
も
公
費
解
体
の
延
長
を
視
野
に

入
れ
、
申
請
困
難
な
ケ
ー
ス
に
は
宣
誓
書
方
式
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　

当
市
の
公
費
解
体
申
請
は
、
令
和
7
年
8
月
29
日
を
も
っ
て
終
了
し
、
公

費
解
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
7
年
8
月
31
日
現
在
、
進
捗
率

64
．1
％
で
あ
る
。

　

8
月
の
駆
け
込
み
申
請
を
見
据
え
、
9
月
以
降
の
解
体
班
の
増
班
を
調
整
し
て

お
り
、今
後
も
引
き
続
き
、全
体
の
進
捗
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
費
解
体
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
で
も
公
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
自
費
解
体
に
係
る
償
還
申
請
の
期
限
は
令
和
8
年
1
月
30
日
ま
で
延
長
し

て
い
る
。

　

一
方
で
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
認
識
し
て

お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
申
請
書
類
の
補
正
確
認
や
手

続
き
の
進
捗
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

な
お
、
宣
誓
書
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
画
一
的
に
対
応
す
る
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
申
請
者
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

■
震
災
復
旧
・
復
興
を
伺
う

伝
統
的
行
事
の
開
催
は
地
域
の
元
気
と
笑
顔
を
取
り
戻
す
活
力
！

今
年
度
の
震
災
復
旧
・
復
興
関
連
予
算
は
過
去
に
例
を
見
な
い
規
模
で
成

立
し
て
お
り
、
一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
の
実
現
に
は
、
関
連
部
署
と

の
連
携
の
も
と
、
事
業
執
行
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
状
を

伺
う
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
市
道
の
被
害
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
隆
起
や
陥

没
が
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
伝
統
行
事
の
開
催
に
も
影
響
が
出
て

い
る
。
特
に
田
鶴
浜
町
の
住
吉
大
祭
の
曳
山
行
事
は
中
止
と
な
り
、
地
域
の
誇
り

や
心
の
復
旧
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
市
道
の
早
期
復
旧
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
市
内
全
域
の
復
旧
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
も
改
め
て
伺
う
。

災
害
復
旧
工
事
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
時
点
で
1
１
１
件
の

入
札
を
行
い
、
1
０
７
件
が
落
札
と
な
っ
て
い
る
。
不
調
・
不
落
の
４
件

に
つ
い
て
は
、
再
入
札
や
入
札
要
件
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
そ
う

い
っ
た
入
札
状
況
を
見
極
め
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

田
鶴
浜
地
区
の
市
道
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
箇
所
で
被
災
が
あ
り
本
復
旧
工
事

に
は
時
間
が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
は
、
来
年
４
月
の
住
吉
大
祭
の
開
催

に
向
け
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
調
整
や
段
差
の
解
消
、
舗
装
な
ど
の
応
急
工
事
を
進

め
て
、
年
度
内
の
完
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

市
道
の
復
旧
状
況
と
し
て
は
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
を
活
用
す
る
路
線
は
、
順

次
工
事
を
発
注
し
て
お
り
、
応
急
復
旧
を
行
う
路
線
に
お
い
て
も
、
七
尾
鹿
島
建

設
業
協
会
を
通
し
て
土
木
業
者
及
び
舗
装
業
者
に
依
頼
し
復
旧
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
同
協
会
や
市
内
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
復
旧
対
応
に
努
め
て
い
き

た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

令和7年度定例会9月会議

徳田 正則 議員
（新政会）

永崎　陽 議員
（新政会）
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Q&   A議員の 市の

■
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

七
尾
で
子
を
育
て
た
い
と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

屋
内
遊
び
場
基
本
構
想
支
援
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
子
ど
も

が
安
心
し
て
遊
び
、
親
子
が
交
流
で
き
る
場
を
求
め
る
声
は
高
ま
っ
て
お

り
、
市
民
の
期
待
も
大
き
い
。
現
時
点
で
の
取
組
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

　

創
生
な
な
お
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
9
割
以
上
が
屋
内
遊
び
場
の
整

備
を
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
市
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
駅
前
の
未
来
像
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
市
長
は
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
施
策
に
ど
う
反

映
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

屋
内
遊
び
場
構
想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
旧
御
祓
中
学
校
の
体
育
館

お
よ
び
武
道
館
の
建
物
調
査
を
実
施
し
、
令
和
7
年
8
月
末
に
業
務
委
託

を
完
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ッ
ク
等
の
修
繕
に
加
え
、
土
間
下
の
復
旧
を
行

え
ば
利
用
可
能
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
令
和
8
年
度
に
基
本
計
画
を
開
始
す
れ

ば
、
令
和
11
年
度
に
は
屋
内
遊
び
場
と
し
て
活
用
可
能
と
の
見
通
し
で
あ
る
。 

　

創
生
な
な
お
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
遊
び
場
を
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
誘
致
で
き
な
い
か
、
複
数
の
事
業
者
と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
る

と
、
パ
ト
リ
ア
内
へ
の
子
ど
も
の
遊
び
場
の
誘
致
は
集
客
を
図
る
手
段
の
一
つ
で

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
創
生
な
な
お
に
は
、
テ
ナ
ン
ト
交
渉
に
よ
り

一
層
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
パ
ト
リ
ア
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
震
災
後
の
治
安
に
つ
い
て

治
安
悪
化
を
防
げ
！

能
登
半
島
地
震
後
、
七
尾
市
で
は
損
壊
家
屋
や
空
き
家
な
ど
へ
の
侵
入
・

窃
盗
が
増
え
て
お
り
、
治
安
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。 

　

ま
た
、
犯
罪
の
増
加
と
治
安
の
悪
化
は
、
市
民
の
復
興
に
向
け
て
の
妨
げ
に
し

か
な
ら
ず
、
今
後
の
治
安
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

く
の
か
を
伺
う
。

震
災
後
の
治
安
状
況
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
警
が
毎
月
取
り
ま
と
め
る
刑

法
犯
の
認
知
件
数
や
検
挙
件
数
を
も
と
に
、
犯
罪
情
勢
な
ど
を
把
握
し
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
、
市
内
に
お
け
る
個
別
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
直
接
問
い
合
わ

せ
る
な
ど
そ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
は
、
震
災
後
の
車
両
の
往
来
増
加
を
踏
ま
え
、
七
尾
警
察
署
と
連

携
し
て
交
通
安
全
の
推
進
と
と
も
に
、
不
審
車
両
や
不
審
者
へ
の
警
戒
を
強
化
し

て
い
る
。
町
会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
連
携
し
、 

地
域
の
見
回
り
活
動
を
促
進

す
る
こ
と
で
防
犯
意
識
を
高
め
、
治
安
悪
化
の
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

各
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
、
戸
締
り
の
徹
底
や
近
隣
で
の
声
か
け
を
行
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
不
審
な
状
況
を
見
か
け
た
際
は
、
警
察
や
市
に
対
し
速
や

か
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

令和7年度定例会9月会議

和田内 和美 議員
（無会派）

木下 敬夫 議員
（無会派）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
和
倉
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
復
旧
と
未
来

国
際
競
技
対
応
の
可
能
性
と
復
興
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
役
割
を
問
う
！

和
倉
温
泉
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
で
は
、
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
和
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
場
周
辺
を
本
市
の
代
表
的
な

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
現
在
、
サ
ッ
カ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
復

旧
は
道
半
ば
と
聞
い
て
い
る
が
、
国
際
競
技
が
可
能
な
施
設
と
し
て
整
備
す
る
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
は
、
合
宿
誘
致
だ
け
で
な
く
国
際
大

会
の
開
催
も
必
要
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
和
倉
温
泉
の
復
興
を
象
徴
す
る
施
設
と

し
て
整
備
す
る
考
え
が
あ
る
か
改
め
て
伺
う
。

和
倉
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
国
際
大
会
開
催
に
必
要
な
規
格
を
満
た
し
て

お
り
、
既
に
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て
は
、

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
が
定
め
る
ス
タ
ジ
ア
ム
規
定
や
各
大
会
に
よ
っ
て
要
件
が
非

常
に
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
多
額
の
整
備
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
現
時

点
で
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
早
期
に
施
設
を
改
修
し
、
七
尾
市
が
再
び

合
宿
の
聖
地
と
な
る
よ
う
誘
致
活
動
を
含
め
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

当
然
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に

様
々
な
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
、
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。関
係
者
と
様
々
な
提
案
を
検
討
し
、再
開
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質答

令和7年度定例会9月会議

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

■
被
災
者
救
済
の
た
め
の
制
度
検
証
に
つ
い
て

震
災
の
教
訓
を
活
か
し
た
行
政
対
応
の
あ
り
方
を
問
う
！

今
回
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
罹
災
判
定
調
査
の
ど
の
よ
う
な
点
を
検
証
・

改
善
し
て
い
く
か
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
新
築
・
改
修
に
関
し
て
の
支
援
、
準
半
壊
以
下
の
支
援
に
関
し
て
、
市

独
自
に
設
定
し
た
支
援
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
使
い
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る

中
で
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に
説
明
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

被
害
認
定
調
査
は
、
税
務
課
の
み
で
対
応
し
た
た
め
業
務
が
集
中
し
、
証

明
書
発
行
に
最
大
で
約
３
か
月
を
要
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
他
課
と
の
連
携
に
よ
る
業
務
分
担
な
ど
、
体
制
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
罹
災
判
定
は
内
閣
府
の
基
準
に
基
づ
く
た
め
、
民
間
保
険
な
ど
の
判

定
基
準
と
必
ず
し
も
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
を
事
前
に
丁
寧
に
説
明

し
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
加
え
て
、
認
定
調
査
に
係
る

研
修
を
実
施
す
る
中
で
、
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
調
査
が
可
能

な
人
員
の
増
加
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

再
建
・
復
旧
支
援
事
業
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
生
活
再
建
支
援
金
、

住
宅
応
急
修
理
制
度
の
支
援
額
を
超
え
る
部
分
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
制
度
内
容

の
相
談
・
申
請
は
、
パ
ト
リ
ア
４
階
の
総
合
支
援
窓
口
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。

今
後
も
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な

説
明
を
継
続
し
て
い
く
。

一
般
質
問

質答
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令和７年度　３常任委員会合同行政視察報告

　令和7年5月30日、宮城県塩竈市を訪問し、災害公営住宅の現状について行政視察を行いました。
これは、東日本大震災から14年を迎えた塩竈市において、復興後の地域づくりや住宅政策を学ぶ
ことを目的としたものです。
　当日は、鎌田礼二議長、佐藤光樹市長より温かくご歓迎いただき、貴重なご説明を賜りました。

　七尾市議会は、平成23年の東日本大震災の際に塩竈市へ直接義援金を届け、支援を行いました。
両市は港町としての歴史や水産業、自然景観など多くの共通点を持っています。
　令和6年能登半島地震では、塩竈市から給水支援を受け、災害時の相互協力の大切さを改めて実感
しました。

視察の背景

日時　５月30日（金）
　　　9:30～ 11:00
内容：災害公営住宅について
場所：塩竈市役所  3 階 委員会室

日時　５月30日（金）
　　　13:50 ～ 14:50
内容：風化防止・伝承施設の視察
場所：塩竈市津波防災センター

＜施設概要＞
　震災の記憶と経験を後世に伝えるための
拠点として建てられた、宮城県内にある
18施設の一つ。

　今回の行政視察は、復興という共通課題
を持つ自治体同士の交流を深める貴重な機
会となりました。
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8月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

8月第2回会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

9月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

※議会議案第６号に賛成の議員は、和田内 和美議員、木下 美也子議員、山花 
剛議員、髙橋 正浩議員、永崎 陽議員、中西 庸介議員です。

※請願第１号に賛成の議員は、瀨戸 三代議員です。

【議案第21号】
　工事名　令和７年度６災第１１号市道能登島１５０号線災害復旧工事
【議案第22号】
　工事名　令和７年度６災第１２号市道能登島１５０号線災害復旧工事

【議案第23号】
　工事名　令和７年度和倉消防署改築工事（建築）
【議案第24号】
　工事名　令和７年度灘浦分遣所改築工事（建築）

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第21号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第22号 工事請負契約の締結について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議会議案
第3号

令和６年能登半島地震における七尾市の公費解体事業
に関する意見書 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第25号

令和６年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定

議案
第26号 令和６年度七尾市水道事業会計決算の認定について 認定
議案
第27号 令和６年度七尾市下水道事業会計決算の認定について 認定
議案
第28号 令和６年度七尾市病院事業会計決算の認定について 認定
議案
第29号

令和６年度七尾市下水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について 可決

議案
第30号

令和６年度七尾市病院事業会計未処分利益剰余金の処
分について 可決

議案
第31号 令和７年度七尾市一般会計補正予算（第６号） 可決
議案
第32号

令和７年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） 可決

議案
第33号

令和７年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予
算（第２号） 可決

議案
第34号 令和７年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
議案
第35号 令和７年度七尾市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
議案
第36号 令和７年度七尾市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議案
第37号 令和７年度七尾市病院事業会計補正予算（第１号） 可決
議案
第38号

七尾市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第39号

七尾市職員の育児休業等に関する条例及び七尾市企業
職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正
する条例について

可決

議案
第40号

七尾市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例につ
いて 可決

議案
第41号 指定管理者の指定について 可決

議 会 議 案 名 採決結果
議会議案
第4号 地方財政の充実・強化に関する意見書 可決
議会議案
第5号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書 可決
議会議案
第6号 七尾市議会議員定数条例の一部を改正する条例について 否決

議 　 案 　 名 採決結果

同意案
第2号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
■木﨑　良隆　　■鳥木　　隆　　■畠山　麻衣
■大星　雅司　　■村井　　充

同意

請 　 願 　 名 採決結果

請願
第１号

能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再
開のための財政支援を求める「意見書」の提出を求める
請願

不採択

令和7年度定例会8月会議　採決結果一覧表

令和7年度定例会8月第2回会議　採決結果一覧表

令和7年度定例会9月会議　採決結果一覧表

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第23号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第24号 工事請負契約の締結について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第42号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第43 号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第44号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第45号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第46号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第47号 財産の取得について 可決
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　今任期4年間、議会だより
編集委員会の副委員長とし
て、議会だよりの作成に携わ
れたことに感謝申し上げま
す。紙面を通して、開かれた

議会を目指し、一人ひとりの議員が真剣に市
政と向き合っている様子や、市民の皆様にわ
かりやすく議会活動をお届けするために編集
委員一同、取り組んでまいりました。市民の
皆様には今後とも七尾市政へのご理解とご協
力をお願い申し上げますと共に、ご愛読いた
だき、誠にありがとうございました。

編 集
後 記

編集副委員長　和田内　和美

議会だより編集の参考にするため
アンケートにご協力をお願いします
　アンケートの所要時間は１分程度（３問）
です。下のＱＲコードからアクセスできます。
　また、アンケートについては、個人情報等
の入力はございませんので、気軽にアンケー
トへのご協力をお願い
いたします。

令和７年１０月３１日をもって第６期七尾市議会議員の任期が満了しました！

議　会　の　動　き
7月 23日 能越自動車道・七尾港・和倉護岸合同要望活

動（東京都・新潟県）
30日～31日 全国高速自動車道市議会協議会（高知県高知市）

8月 1日 全員協議会
定例会８月会議
議会改革特別委員会

4日 のと里山空港利用促進議員連盟要望活動（東京都）
8日 北陸新幹線建設促進石川県民会議総会（金沢市）
12日 議会運営委員会

議会改革特別委員会
18日 議会運営委員会

全員協議会
予算決算常任委員会協議会
定例会８月第２回会議
議会改革特別委員会

19日 石川県市議会議長会定期総会（金沢市）
20日 議会改革特別委員会

予算決算常任委員会３分科会（決算審査）

8月 22日 石川北部ＲＤＦ広域処理組合議会定例会（志賀町）
26日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会
議員協議会

27日～28日 全国市議会議長会研究フォーラム（北海道札幌市）
29日 議会運営委員会

9月 2日～18日 定例会９月会議
9日 議会運営委員会
11日 全員協議会

議会運営委員会
18日 全員協議会

議会運営委員会
議員協議会

24日～29日 モントレー市訪問
10月 1日 七尾市自治功労者・産業功労者表彰式

3日 小丸山復興公営住宅安全祈願祭・起工式
4日 七尾市社会福祉功労者等表彰式

議員 17 名、茶谷市長、星野副市長、八崎教育長


